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１．はじめに 

 自然植生リサイクル材料であるヨシ材を利用し、屋上コンクリートの温度上昇を抑制するこ

とでビルの冷暖房効果を向上させ、都市のヒートアイランド現象を軽減できることに着目し、

ヨシズを被覆した時のビル屋上コンクリート表面温度の遮熱・遮温効果について実験した。 

ヨシズによる遮熱・遮温効果は屋上緑化とほぼ同等であることがわかった。  

２．実験方法 

実験は、２００４年８月１０日と２００５年１月１９日の計２回、摂南大学 寝屋川キャンパ

ス１２号館(７階建)屋上で実施した。２００４年８月１０日と２００５年１月１９日の実験は

図－１のようにビル屋上コンクリート表面から３０㎝程度うかせた状態で｢ヨシズ｣を３枚重

ね・５枚重ね・７枚重ねの３ケースで実験し、温度の測定場所は①各ケースのヨシ表面中央温

度(Ａ点)、②各ケースのヨシズ下屋上コンクリート表面中央温度(Ｂ点)、③ヨシズによる被覆

のない箇所の屋上コンクリート表面温度(Ｃ点)、④屋上気温について測定した。測定時間につ

いては２００４年８月１０日は７時１５分より２１時３０まで行い、温度変化が大きい９時か

ら１５時３０分までは１０分間隔で測定を行った。それ以外の時間は３０分間隔で測定した。

２００５年１月１９日は８時から２０時３０分まで行い、温度変化の大きい１０時３０分から

１４時までは１０分間隔で測定を行い、それ以外の時間は３０分間隔で測定した。①～③の温

度測定にはデジタル温度計（分解

能 0.1℃）を使用し、④の気温測

定は水銀温度計（0.1℃）を用い

た。またヨシズは 1.8m×1.8m の

寸法である。 

３．実験結果 

３．１ 夏期のヨシズ下コンク

リート表面温度とコンクリート

表面温度の関係 

２００４年８月１０日の各ケー

ス(３枚重ね・５枚重ね・７枚重

ね)のヨシズ下屋上コンクリート

表面温度、ヨシズによる被覆のな

い箇所の屋上コンクリート表面

温度、屋上気温の推移を図―２に

示す。図－２より８月１０日の 

１３時３０分に屋上最高気温 

３６．７℃を記録した。この時 
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 屋上コンクリート表面温度は５８．

２℃であった。この時、ヨシズ３枚下

で３５．０℃、ヨシズ５枚下で３４．

２℃、ヨシズ７枚下で３４．６℃あっ

た。このことよりヨシズ３枚重ね・ 

５枚重ね・７枚重ねのどのケースにお

いても屋上コンクリート表面温度を

最高時で２３℃程度下げる遮温効果

があることがわかった。 

３．２ 冬期のヨシズ下コンクリー

ト表面温度とコンクリート表面温度

の関係                     図－２ 夏期の各ケース下コンクリート表面温度推移 

２００５年１月１９日の各ケース

(３枚重ね・５枚重ね・７枚重ね)のヨ

シズ下屋上コンクリート表面温度、ヨ

シズによる被覆のない箇所の屋上コ

ンクリート表面温度、屋上気温の推移

を図―３に示す。図―３より１月１９

日の１１時３０分に屋上最高気温１

１．６℃を記録した。この時屋上コン

クリート表面温度は１５．７℃であっ

た。この時、ヨシズ３枚下で７．４℃、

ヨシズ５枚下で７．９℃、ヨシズ７枚

下で８．１℃であった。このことより

冬場の日中においてもヨシズ３枚重ね 図－３ 冬期の各ケース下コンクリート表面温度推移 

・５枚重ね・７枚重ねのどのケースにおいても屋上コンクリート表面温度を７℃程度下げる遮

温効果があることがわかった。また日没(１７時１４分)後においては、屋上気温７．１℃を記

録した。この時屋上コンクリート表面温度は５．３℃であった。この時、ヨシズ３枚下で７．

３℃、ヨシズ５枚下で８．１℃、ヨシズ７枚下で８．３℃であった。このことより日没後はヨ

シズ下屋上コンクリート表面の方がヨシズによる被覆のない箇所の屋上コンクリート表面より

温度が高く保温効果があることがわかった。  

４．まとめ 

 ヨシズを３枚重ね・５枚重ね・７枚重ねのものを屋上コンクリート表面に被覆し、ヨシズ下

屋上コンクリート表面温度とヨシズによる被覆のない箇所の屋上コンクリート表面温度の観

測を行った。その結果をまとめると次のとおりである。  

①夏期においてはヨシズで屋上コンクリート表面を被覆することにより屋上コンクリート表面

温度を２０℃程度下げる遮温効果がある。 

②冬期においては日没後に保温効果がみられた。 

[参考文献] 伊藤 譲、岡田 直也：薄層緑化基盤による環境改善効果､H16 年度土木学会関西 
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